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    ――結婚式がはじまりました。


「ああ、そうだ！　花嫁さんに魔法の本をプレゼントしましょう」


突然、高井さんが言いました。


魔法の本をひらいた花嫁さんは、あっと声をあげました。


ふじの花がその本から吹き出してきたのです。


図書館の中でふじの花が咲き乱れました。


 


そのうち優しい雨がしとしと降りだしました。


あたたかく、つつみこむような雨で、それもしばらくするとやみました。


「うわあ……！！」


誰もが歓声をあげました。


虹が幾重にも重なっていたのです。


 


もし森の奥深く、緑色の屋根と白いドアが光っている図書館を見つけることがあったら、


のぞいてみてください。


きっと、ニコニコ笑っている高井さんと、優しい図書館に出会えることでしょう。
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